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ス- ラウアゲタス- ヘクエタスと,地方におけるコレテル- プロコレ


























シア諸都市を破壊した. 一方前 2100年ごろのレルナの遺跡には, このク
ルガンⅣ の種族が居住した跡があり, その地の古いダナオス神話や印欧語
*danu- ｢水｣との関連などから, この種族はギリシア名で ｢ダナオイ｣と
呼ばれていたことがわかる. このダナオイは,ギリシアで EHⅢ の文化を






























































『国立民族学博物館研究報告』第 9巻第 3号,1984年,pp.609-630 およ
び 同 ｢詩と文字使用- ホメロスをめぐって- ｣, 『京都産業大学国際









































































































換討に入る (第Ⅵ章 ｢『イリアス』, 『オデュッセイア』における古い層の
例｣).
まず 『イリアス』に関して取り上げられるのは,パリスの人間像である.
パリスは 『イリアス』では無力な臆病者として措かれている.これはとくに,
第3巻のメネラオスとの決闘の場面が与える印象である.しかし第6巻では,
このようなパリスを戦場に連れもどすために,ヘクトルが危殆にひんした戦
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線を離れてわざわざトロイアの城にもどる.ホメロスはさまざまな工夫をこ
らしてこの矛盾をつくろっているが,しかし板木的な事実は変えることがで
きなかった.それはつまり,パリスが古い伝東ではトロイア軍の中心的人物
で,ギリシア軍のアキレウスに相当する重要な地位を占めていたということ
である.ここから著者は,従来は勇者として活躍していたパリスを,ホメロ
スが夫婦愛を重んじる立場から人妻を奪った背徳者パリスに作り変えたと結
論づけている.これは興味深い推論である.とくにアキレウスは一般にヘク
トルと比較されるのがつねであるが,ここではアキレウスをまずパリスと対
比する根拠が示されており,アキレウスの英雄像を別の角度からとらえなお
す手掛りともなろう.例えば評者は,アキレウスの生死の選択のモチーフは,
じつは ｢パリスの審判｣を下敦にして,そのアンチテーゼをなすべくホメロ
スが考えついたのではないかとひそかに推測している (この推測も,結論的
には著者の夫婦愛に関する見解とは全くくいちがうが,これについてはあら
ためて議論の機会をもちたいと思う).
次に, 『オデュッセイア』の古い層の例として,女神カリュプソの実像に
ついて検討されるが,これもじつに興味をそそる問題である.この詩におい
て,カリュプソは思いやりのある優しい女性として措かれながら,第7巻で
は ｢恐ろしい女神｣だと述べられる.著者によると,その理由はまず,カリ
ュプソの名がじつは能動相動詞 kalypto｢隠す｣に由来し, ｢覆い隠す｣女
神を意味することである.そしてこの場合, ｢覆い隠す｣とは死者を埋葬す
ることにはかならず,それゆえカリュプソは元来死の女神であった.さらに
詩におけるカリュプソの島オギュギアの描写も,死と関連するものにみちて
おり,それゆえ,オデュッセウスは,カリュプソに引き留められながら,じ
つは死の誘惑を受けていたのである.だが人間にとって死とは,限りある生
をあきらめて,不老不死の一神になることである.自分を神にしようとして誘
惑するカリュプソに対して,オデュッセウスは確固としてうつせみの妻を選
び,人間としての生を選択する.著者は,ここにも,生をたくましく肯定す
る叙事詩人の新しい人間観を指摘している (この第Ⅵ章のフィナーレは,著
者の多年にわたる 『オデュッセイア』研究の中からにじみでた味わいのある
美しい文章である)｡
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以上で本論の内容を要約整理しつつ,いささかの感想をつけ加えてみた.
この書評では紙幅の関係で省略するが, 最後の約70ページにわたる 付論
｢『オデュッセイア』の解釈 (第1巻一第4巻)｣ は,本論の内容を補強し
ており,赦密な統一論的解釈の一端が示されている.本書は全体として,ホ
メロスの叙事詩に対するバランスのとれたアプローチの方法を示してくれる.
とくに歴史 ･考古学上の最新の問題と文学解釈上の重要な課題とを結びつけ,
平明な文章で複雑な叙事詩成立の条件と実態を誰にでもわかりやすく解明し
た手腕には敬意を表したい. ｢あとがき｣で著者自身書いているように,求
書の意図は困難な課題に対する議論のきっかけを作ることであった.読者が
ホメロスの謎に自分でも取り組んでみようという気になる点では,本書の意-
図は達成されていると思う.
小川正広
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